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※ 天草本と呼ばれる【平家物語】・【伊曽保物語】など４７種（うち１２種現存）は、

１５９１年～１５９７年頃、日本最初の活版印刷本として天草のコレジヨ（大神学校）にお

いて、グーテンベルク印刷機によって印刷された。

原本は、現在イギリスのブリティッシュミュージアム（大英博物館）別館の

ライブラリーに所蔵されている。

ポルトガル式ローマ字で印刷されている。

（翻 字 ）

イ ソ ポ のイ ソ ポ のイ ソ ポ のイ ソ ポ の

フ ァ ブ ラ ス （ 物 語 ）

ラテ ン を和 して 日本 の

口と な すも のな り

（図）

イエ ス のコ ンパ ニ ア（ 耶蘇 会 ）の

コレ ジ オ天 草に お いて スペ リ オス の 御免

許と し てこ れを 版 に刻 むも の なり 。

ご出 生 より （キ リ スト 生誕 ） １５ ９ ３年

※翻字は京都大学文学部編【伊曽保物語】を引用

（翻字）

イソップ が 生イソップ が 生イソップ が 生イソップ が 生

涯の物語涯の物語涯の物語涯の物語 略

こ れを マシ モ ・プ ラヌ ー デ

と 言 う人 ゲレ ゴの こ とば より ラ チン に 翻

訳 せ られ し もの なり

エエエエ ウローバのうち ヒリジャと言う国のト ロ

ヤ とい う城裡の近辺にア モニヤという郷 が

お じゃ る．その郷に名を ばイソポという

て 、異 形不思議な人体が おじゃったが、 その時代

エ ウロ ーバの天下にこの 人に勝って醜い 者

も おり なかったと聞こえ た。まず頭は尖

り 、眼 はつうぼう、しか も出て瞳の先は

平 らか に、両の頬は垂れ 、首は歪み、丈

は 低う 、横ばりに、背は 屈み、腹は腫れ 、

垂 れ出 て、ことばは吃り でおじゃった。 これらの

姿 をも って醜いこと天下 無双であった如

く 、知 恵の長けた者もこ の人に並ぶこ

と はお りなかった。

あ る時 主人イソホが上を 思わるるよう

は 、「公界の 捌き 、或いは内緒の取 扱いな

ど は いかにも似合うま じい と見ゆれば せめ て農人

の 所 作をなりとも宛わ ず」 と思い定め



（ 翻字）

読誦の人へ対し

て書す .

惣 じ て人 は実 もな き 戯れ ご とに は

耳を 傾 け、 真実 の 教化 を 聞く に

退屈 す るに よっ て 、耳 近 きこ とを 集 め、 この

物語 を 板に 刻む こ と、 た とえ ば樹

木を 愛 する に異 な らず 、 その 故は 樹 には

益な き 枝葉 多し と いえ ど も、 その 中 に

よき 実 ある を以 っ て枝 葉 を無 用と 思 わぬ

が如 く なり 。故 に スペ リ ヨレ スの 仰 せ

をも っ て、 この 物 語を ラ テン より 日 本の

こと ば に和 らげ 、 色々 の 穿鑿 の後 、

板に 開 かる るな り 。こ れ を真 に日 本 の

こと ば 稽古 のた め に頼 り とな るの み なら ず

よき 道 を人 に教 え 語る 頼 りと もな

るべ き もの なり 。

※翻字は京都大学文学部編【伊曽保物語】を引用

犬が肉をふくんだこと犬が肉をふくんだこと犬が肉をふくんだこと犬が肉をふくんだこと

あ る犬 し しむ らを ふ くん で 川を 渡る に そ

の 川 のま ん 中で ふ くん だし し むら のか げ

が 水 の底 に 写っ た を見 れば おの れ が ふ

くん だ より も 一倍 大き な れば 影と はし

らい で ふく ん だを ふて て 水 の 底へ 頭を 入 れ

てみ れ ば本 体 がな いに よ って 即ち 消 え失 せ

てど ち をも と りは ずい て し っ つい をし た 。 （天草読本 より）


